
海老名市教育委員会

（令和４年 3月 定例会議事日程）

日時 令和4年3月4日(金)

午後2時00分

場所 えびなこどもセンター　201会議室

教育長報告

１ 報告第 4 号

２ 議案第 6 号

３ 議案第 7 号

４ 議案第 8 号

５ 議案第 9 号

６ 議案第 10 号

日程第 海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱の制定につ
いて

日程第 海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の一
部改正について

日程第 令和４年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委嘱について

日程第 第四次海老名市子ども読書活動推進計画について

日程第 県費負担教職員の人事異動について

日程第 市費負担加配教員の配置について



 



令和３年度 ３月定例会 

 

[1]



 

[2]



[3]



 

[4]



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　報告理由

　海老名市立小中学校が実施する修学旅行等のキャンセル料について、保護者負担を

軽減することを目的として、海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱を制定

したため

報告第４号

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱の制定について

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱の制定について、海老名市教育委

員会教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第４条の

規定により報告する。

令和４年３月４日提出
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海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱の制定について 

 

１ 概要 

 海老名市立小中学校が実施する修学旅行等において、災害等の影響によ

り、修学旅行等を中止、延期及び不参加とした場合に発生したキャンセル料

について、児童生徒の保護者の経済的な負担を軽減することを目的として、

予算の範囲内で補助金を交付するため、海老名市修学旅行等キャンセル料補

助金交付要綱を制定したことから、報告する。 

 

２ 交付対象者 

 海老名市立小中学校が実施する修学旅行等に参加申し込みをしたが、災害

等の影響により中止、延期及び不参加となった児童生徒の保護者 

 

３ 交付金額 

 中止、延期及び不参加とした場合は(１)～(３)を上限としてキャンセル料

と同額を交付 

（１）小学校５年生の児童一人当たり 14,000円 

（２）小学校６年生の児童一人当たり 10,000円 

（３）中学校３年生の生徒一人当たり 15,000円 

 

４ 予算措置 

  10-01-02-007-02-19-05 野外教育活動推進事業費 15,788千円 

  10-01-02-007-05-19-05 修学旅行支援事業費 41,225千円 

 

５ 要綱 

  別紙のとおり 

 

６ 施行日 

  令和４年２月17日から施行し、令和３年11月１日から適用する。 

 

７ 経過 

  令和４年２月４日 政策会議 了承 

      ２月15日 最高経営会議 決定 

      ２月17日 施行 

      ３月４日 定例教育委員会 報告 

令和４年３月４日 

定例教育委員会資料 

教育支援課指導係 

-3-



 

-4-



 

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、海老名市立小中学校（以下「小中学校」という。）が実施する修

学旅行等を災害等の理由により中止、延期及び不参加とした場合に発生するキャン

セル料に対し、補助金を交付することにより児童生徒の保護者の経済的な負担の軽

減を図るため、予算の範囲内において補助金を交付することに関して必要な事項を

定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１） 修学旅行等 小中学校が教育課程に基づき実施する修学旅行及び野外教育

活動をいう。 

（２） 不参加 災害等に配慮するため、保護者が児童生徒を修学旅行等に参加さ

せないことをいう。 

（３） キャンセル料 修学旅行等を中止、延期及び不参加としたことに伴い発生

する、旅行業者へ支払う違約金、交通費・宿泊費等の追加料金、及びその

他市長が必要と認める経費をいう。 

（交付対象者） 

第３条 交付対象者は、小中学校が実施する修学旅行等に参加申込みをしていた児童

生徒の保護者とする。 

（交付の対象） 

第４条 交付の対象は、修学旅行等の中止、延期及び不参加に伴い発生するキャンセ

ル料とする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、前条に定める経費の実費相当額とし、上限額を次のとおりと

する。 
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 （１）小学校５年生の児童一人当たり 14,000 円 

（２）小学校６年生の児童一人当たり 10,000 円 

 （３）中学校３年生の生徒一人当たり 15,000 円 

 （交付申請） 

第６条 交付申請は、補助金の交付を受けようとする保護者が、児童生徒が参加する

申込みをしていた修学旅行等の実施代表者（学校長等）に委任するものとし、委任

を受けた者（以下「申請者」という。）は、海老名市修学旅行等キャンセル料補助

金交付申請書（第１号様式）により市長に申請しなければならない。 

 （交付決定及び通知） 

第７条 市長は、前条の規定による申請があったときは、これを審査し、交付を行う

ことを決定した時は、海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付決定通知書（第

２号様式）により申請者に通知するものとする。 

（交付請求） 

第８条 補助金の交付決定を受けた申請者は、海老名市修学旅行等キャンセル料補助

金交付請求書（第３号様式）により、市長に請求しなければならない。 

 （交付） 

第９条 市長は、前条の規定により請求があったときは補助金を交付する。 

（交付決定の取消及び返還） 

第 10 条 市長は、申請者が虚偽の申請その他不正な行為により補助金の交付を受けよ

うとし、又は受けたことが明らかになったときは、補助金の交付決定を取消し又は

既に交付された補助金の全部若しくは一部を返還させることができる。 

（補則） 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和４年２月 17 日から施行し、令和３年 11 月１日から適用する。 

（経過措置） 
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２ この要綱は、令和４年３月 31 日限り、その効力を失う。 
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第１号様式（第６条関係）                                       

                               年  月  日 

 

 海老名市長 殿 

 

                申 請 者  所在地  

 

団体名  

                        

代表者                 

 

 

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付申請書 

 

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金の交付を受けたいので、海老名市修学旅行

等キャンセル料補助金交付要綱第６条の規定に基づき、関係書類を添えて、次のとお

り申請いたします。                         

 

１ 交付申請額   金            円 

  

２ 修学旅行等の実施日又は実施を中止・延期とした日 

 

       年  月  日（ 実施・延期・中止 ） 

 

３ 修学旅行等を、中止、延期及び不参加とした理由 

 

   理由：                             

   

４ 添付書類 

(１) キャンセル料の金額を証する書類 

(２) 参加申込みをしていた児童生徒の名簿 

(３) 保護者からの委任状 

(４) その他市長が必要と認める書類 
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第２号様式（第７条関係）                                       

                               年  月  日 

 

 

 

 様 

 

                         海老名市長 

 

 

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付決定通知書 

 

年 月 日付で申請のありました、海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付

について、海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付要綱第７条の規定に基づき、

次のとおり決定しましたので通知します。 

 

 

 

 補助金交付決定額                   円 
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第３号様式（第８条関係）                                       

                               年  月  日 

 

 海老名市長 殿 

 

                申 請 者  所在地  

 

団体名  

                        

代表者               印 

 

 

海老名市修学旅行等キャンセル料補助金交付請求書 

 

 海老名市修学旅行等キャンセル料補助金として、海老名市修学旅行等キャンセル料

補助金交付要綱第８条の規定に基づき、次のとおり請求いたします。 

                         

 

１ 請求額   金            円 

 

  

２ 振込先 

   金融機関名：            

 支 店 名：            

 預 金 種 別：普通預金 

 口 座 番 号：                   

   口座名義人：                          

   カ ナ：                          
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　市立小中学校の児童・生徒の指導要録の様式を変更するため、海老名市立学校にお

ける学校教育法の施行に関する規則の一部を改正したいため

議案第６号

海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の一部改正につ

いて

別紙のとおり、海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の一部改正

について、議決を求める。

令和４年３月４日提出
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海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の一部改正について 

 

１ 概要 

 令和３年２月１９日付けで文部科学省初等中等教育局長より「感染症や災

害の発生等の非常時にやむを得ず学校に登校できない児童生徒の学習指導に

ついて」の通知が発出されたことに伴い、指導要録の様式を変更する必要が

あることから、様式を定めている標記規則の一部を改正したい。 

 

２ 指導要録上の取り扱い 

感染症や災害の発生等の非常時に、臨時休業又は出席停止等によりやむを

得ず学校に登校できない児童生徒について、「欠席日数」として記録しないこ

とは従前のとおりとした上で、指導要録上の取り扱いが下記のとおり変更と

なった。 
・指導要録の「指導に関する記録」の別記として、非常時にオンラインを 
活用して実施した特例の授業等の記録について学年ごとに作成する。 

 ※オンラインを活用した学習の指導を実施したと学校長が認める場合 

 

３ 改正内容 

  【第15号様式】 

   ・第15号様式の４⇒第15号様式の５に変更 

・第15号様式の４として、新たに様式を規定する。 

【第16号様式】 

   ・第16号様式の４⇒第16号様式の５に変更 

・第16号様式の４として、新たに様式を規定する。 

  詳細は別紙「新旧対照表」のとおり。 

 

４ 施行期日 

  令和４年４月１日 

※上記の取り扱いは令和３年４月１日以降実施するとされているが、特段

の事情がある場合はこの限りでないとされており、本市においては令和４年

４月１日より施行したい。 

 

５ 今後のスケジュール 

  令和４年３月７日 政策会議 報告 

４月１日 施行 

令和４年３月４日 

定例教育委員会資料 

就学支援課就学支援係 
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海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則の一部を改正す 

る規則 

 

海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則（平成２年教委規則第５号 

）の一部を次のように改正する。 

 

 第１５号様式の４を第１５号様式の５とし、第１５号様式の３の次に次の１様式を

加える。 
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第１５号様式の４（第１７条関係）

その他の

学習等

第

6

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

第

5

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

その他の

学習等

第

4

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

第

3

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

参加日数 実施方法等
第

2

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数

その他の

学習等

児　童　氏　名

非　常　時　に　オ　ン　ラ　イ　ン　を　活　用　し　て　実　施　し　た　特　例　の　授　業　等　の　記　録

第

1

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

-16-



 第１６号様式の４を第１６号様式の５とし、第１６号様式の３の次に次の１様式を

加える。 
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第１６号様式の４（第１７条関係）

その他の

学習等

第

3

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

第

2

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数

その他の

学習等

参加日数 実施方法等

生　徒　氏　名

非　常　時　に　オ　ン　ラ　イ　ン　を　活　用　し　て　実　施　し　た　特　例　の　授　業　等　の　記　録

第

1

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等
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附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則（平成２年12月１日教委規則第５号）新旧対照表                （傍線の部分は、改正部分） 

新 旧 

   海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則 

 

第１条－第16条 ＜略＞ 

 

(指導要録の作成及び様式) 

第17条 学校長は、当該学校に在学する学齢児童又は学齢生徒が進学したときは、当

該学齢児童又は学齢生徒の指導要録の抄本又は写し作成し、これを進学先の校長に

送付しなければならない。 

２ 市立の小学校又は中学校の指導要録及びその抄本の様式は、小学校については第

15号様式、中学校については第16号様式とする。 

 

第18条－第20条 ＜略＞ 

 

附則 ＜略＞ 

 

別表 ＜略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   海老名市立学校における学校教育法の施行に関する規則 

 

第１条－第16条 ＜略＞ 

 

(指導要録の作成及び様式) 

第17条 学校長は、当該学校に在学する学齢児童又は学齢生徒が進学したときは、当

該学齢児童又は学齢生徒の指導要録の抄本又は写し作成し、これを進学先の校長に

送付しなければならない。 

２ 市立の小学校又は中学校の指導要録及びその抄本の様式は、小学校については第

15号様式、中学校については第16号様式とする。 

 

第18条－第20条 ＜略＞ 

 

附則 ＜略＞ 

 

別表 ＜略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-
2
1
-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５号様式の４（第１７条関係）

その他の

学習等

第

6

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

第

5

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

その他の

学習等

第

4

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

第

3

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

参加日数 実施方法等
第

2

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数

その他の

学習等

児　童　氏　名

非　常　時　に　オ　ン　ラ　イ　ン　を　活　用　し　て　実　施　し　た　特　例　の　授　業　等　の　記　録

第

1

学

年

児童が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

-
2
2
-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５号様式の４（第１７条関係）

学級活動 基本的な生活習慣 思いやり・協力

児童会活動 健康・体力の向上 生命尊重･自然愛護

クラブ活動 自主・自律 勤労・奉仕

学校行事 責任感 公正・公平

創意工夫 公共心・公徳心

この抄本の記載は原本と相違ないことを証明する

　　　　　年　　　月　　　日

学校名

校長氏名 印

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項

各

　

教

　

科

　

の

　
学

　

習

　

の

　

記

　

録

Ⅱ評定Ⅰ  観　点　別　学　習　状　況

国

　

語

社

　

会

外

国

語

家

　

庭

特別活動の記録

体

　

育

主体的に学習に取り組む態度

図

画

工

作

評　　    価

知識・技能

算

　

数

理

　

科

特　別　の　教　科　　道　徳

音

　

楽

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

行動の記録

小　学　校　児　童　指　導　要　録　抄　本

　　　　　　年　　　　月　　　　日生　　

学校名
学
籍
の
記
録

児童氏名

フリガナ

現 住 所

卒業年月日

所在地

　 　　　年　　月　　日　

主体的に学習に取り組む態度

学  習  活  動

観　      点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

第１５号様式の５（第１７条関係）

学級活動 基本的な生活習慣 思いやり・協力

児童会活動 健康・体力の向上 生命尊重･自然愛護

クラブ活動 自主・自律 勤労・奉仕

学校行事 責任感 公正・公平

創意工夫 公共心・公徳心

この抄本の記載は原本と相違ないことを証明する

　　　　　年　　　月　　　日

学校名

校長氏名 印

外

国

語

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

体

　

育

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項

家

　

庭

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

行動の記録

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

図

画

工

作

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

主体的に学習に取り組む態度

音

　

楽

知識・技能 特別活動の記録

思考・判断・表現

観　      点主体的に学習に取り組む態度

理

　

科

知識・技能

評　　    価
思考・判断・表現

社

　

会

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

学  習  活  動

算

　

数

知識・技能

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

所在地

卒業年月日 　　年　　月　　日　

各

　

教

　

科

　

の

　
学

　

習

　

の

　

記

　

録

Ⅰ  観　点　別　学　習　状　況 Ⅱ評定 特　別　の　教　科　　道　徳

国

　

語

小　学　校　児　童　指　導　要　録　抄　本

学
籍
の
記
録

フリガナ 　　　　　　年　　　　月　　　　日生　　

児童氏名 学校名

現 住 所

-
2
3
-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６号様式の４（第１７条関係）

その他の

学習等

第

3

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

第

2

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数

その他の

学習等

参加日数 実施方法等

生　徒　氏　名

非　常　時　に　オ　ン　ラ　イ　ン　を　活　用　し　て　実　施　し　た　特　例　の　授　業　等　の　記　録

第

1

学

年

生徒が登校

できない

事由
オンライン

を活用した

特例の授業

実施日数 参加日数 実施方法等

その他の

学習等

-
2
4
-



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   附 則 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

第１６号様式の４（第１７条関係）

基本的な生活習慣 思いやり・協力

健康・体力の向上 生命尊重･自然愛護

自主・自律 勤労・奉仕

責任感 公正・公平

創意工夫 公共心・公徳心

この抄本の記載は原本と相違ないことを証明する

　　　　　年　　　月　　　日

学校名

校長氏名 印

行 動 の 記 録

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項

学  習  活  動

観　      点

評　　    価

学級活動

特 別 活 動 の 記 録

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

特　別　の　教　科　　道　徳
各 教 科 の 学 習 の 記 録

Ⅱ評定
Ⅰ  観　点　別　学　習　状　況

評価

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

教科

知識・技能

　神奈川県

　　　　　　　年　　　　月　　　　日　

　神奈川県海老名市

知識・技能

卒業年月日

国
　

語

社
　

会

氏　名

ふりがな

現 住 所

中　学　校　生　徒　指　導　要　録　抄　本

生

徒

学 校 名

所 在 地

　神奈川県海老名市立

 　　　　　　年　　　　月　　　　日生　　性別

数

　
学

理

　
科

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

思考・判断・表現

観　　　点

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

生徒会活動

学校行事知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

技

術
・

家

庭

外

国
語

音

　
楽

美
　

術

保

健
体

育

第１６号様式の５（第１７条関係）

基本的な生活習慣 思いやり・協力

健康・体力の向上 生命尊重･自然愛護

自主・自律 勤労・奉仕

責任感 公正・公平

創意工夫 公共心・公徳心

この抄本の記載は原本と相違ないことを証明する
　　　　　年　　　月　　　日

学校名

校長氏名 印

外

国
語

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

技

術
・
家
庭

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項
思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

保

健
体
育

知識・技能

行 動 の 記 録

美
　

術

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

音

　
楽

知識・技能 学校行事

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

特 別 活 動 の 記 録

主体的に学習に取り組む態度 学級活動

生徒会活動

理
　
科

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

評　　    価

主体的に学習に取り組む態度

観　      点
数
　
学

知識・技能

思考・判断・表現

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

社
　

会

知識・技能

学  習  活  動思考・判断・表現

評価

国

　
語

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

現 住 所 　神奈川県

卒業年月日 　　　　　　　年　　　　月　　　　日　

各 教 科 の 学 習 の 記 録
特　別　の　教　科　　道　徳

Ⅰ  観　点　別　学　習　状　況
Ⅱ評定

教科 観　　　点

中　学　校　生　徒　指　導　要　録　抄　本

学 校 名

所 在 地

　神奈川県海老名市立

　神奈川県海老名市

生
徒

ふりがな
性別  　　　　　　年　　　　月　　　　日生　　

氏　名

-
2
5
-
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　第三次海老名市子ども読書活動推進計画の計画期間が終了することから、取組を継

続するため、第四次海老名市子ども読書活動推進計画を策定したいため

議案第７号

第四次海老名市子ども読書活動推進計画について

　別紙のとおり、第四次海老名市子ども読書活動推進計画について、議決を求める。

令和４年３月４日提出

-27-



 

-28-



 

 

第四次海老名市子ども読書活動推進計画について 

 

 

１ 概要 

令和４年３月 31 日で第三次海老名市子ども読書活動推進計画の計画期間が終了

となる。 

海老名市においては、本取組を継続することとし、引き続き下記の３点の考え方

に基づき、第四次海老名市子ども読書活動推進計画を策定したい。 

 

２ 基本的な考え方 

(１) すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動

ができるよう、積極的にそのための環境の整備を行う。 

(２) 子どもが多様な想像力を培うため、自ら考え、課題を発見し、判断し、行動

する力を身につけることができる環境を整備する。 

(３) 子どもの発達段階に合わせた読書活動を推進する。 

 

３ 策定内容 

別冊「第四次海老名市子ども読書活動推進計画」のとおり 

 

４ 計画期間 

  令和４年４月１日から令和９年３月 31 日まで 

 

５ 経過及び今後のスケジュール 

平成29年４月１日 第三次海老名市子ども読書活動推進計画 開始 

令和４年２月１日 校長会で提案 

２月15日 社会教育委員会議 内容の協議 

３月４日 定例教育委員会 決定 

３月中旬 市内小中学校及び市立図書館に配付（１部） 

３月31日 第三次海老名市子ども読書活動推進計画 終了 

    ４月１日 第四次海老名市子ども読書活動推進計画 開始 

４月26日 学校図書館教育担当者会議で周知 

７月上旬 子ども読書活動推進会議で県央地区に周知 

令和４年３月４日 

定例教育委員会資料 

教育支援課指導係 
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　辞職に伴う後任として、新たに非常勤特別職を委嘱したいため

議案第８号

令和４年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委嘱について

別紙のとおり、令和４年度海老名市教育委員会非常勤特別職の委嘱について、議決

を求める。

令和４年３月４日提出
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　県費負担教職員の定年退職及び人事異動に伴う後任者を決定し、人事の刷新を図り

たいため

議案第９号

県費負担教職員の人事異動について

　別紙のとおり、県費負担教職員の人事異動について、議決を求める。

令和４年３月４日提出

-39-



 

-40-



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　提案理由

　市費負担加配教員の配置校を決定したいため

議案第１０号

市費負担加配教員の配置について

　別紙のとおり、市費負担加配教員の配置について、議決を求める。

令和４年３月４日提出
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